


恥T~tai la bluna 
もしあなたが消えてしまったら、

私はきっと死んでしまうでしょう。

こんなにあなたを愛せるなんて、

：王ん言言、きるわけない。＠
｛挿入歌［愛の言葉（唄：エディット・ピアフ）］の歌罰より〉

誰でも幼い頃は天才的な空想家だった。現実に はみんな胸が膨らんでいるんだ。でも、ミルクを詰め

はありえない事を想像して、しかしそれが既成事実に るのは男なんだよ。毎晩、母さんにミルクを詰めてい

なってしまうような、子供たちだけが享受できるシュー るのは、父さんなんだもん。

ルでファンタスティックな日常。今思い返しても、どうし

てあんな突拍子もない事を思い付いたり、仕出かし

たりしたのだろう。子供の心は地中海の空のように

蒼＜澄み切っていて掴み所がなく、何処までも無限

に広がっているものなのかも知れない。

この「おつばいとお月さま」は、監督であるピガス・

ルナ自身のそんな幼い頃の記憶が基盤となって作

られた、素敵な愛の物語である。エディット・ピアフの

シャンソンに、地中海の乾いた風、ノスタルジックな

見世物小屋、ドガの絵から飛ぴ出したような美しい

フランスの踊り子。「ハモンハモン」のドライなタッチ

から一転、ルナ監督のポエティックな愛の情景が、

あなたを深い感動へと導いてくれるはずです。

月はなんでも知っている 8,貯
なのに月は何も語ろうとはしない

理由もなく月である彼女は

あなたの傍らでただ眠っている
〈ピンセンテ・セラミ（スベインの詩人）の作品より〉

9歳になるテテ坊やには、最近弟が出来た。しかし

テテは、この弟の誕生を心から歓迎する気になれな

い。だって、弟は大好きな母さんの“おっぱい＂を、テテ

から奪ってしまったのだもの。こんな困った事が起こ

った時には、テテはお月さまに願をかける。どうか僕の

ために新しい“おっぱい”を地球に送って下さい、てね。

テテは“おっばい＂の秘密を知っている。―あの

中にはミルクがいっぱい詰まっていて、だから女の人

ほどなくお月さまは、テテの願いを叶えてくれる。フラ

ンスの踊り子エストレリータが夫のモーリスと共に、テテ

の住むカタロニアの小さな街へやって来たのだ。夫

のおなら芸で放つ吹き矢がエストレリータの肩紐を

かすめ、ドレスがはだけて彼女の美しい胸があらわ

になる。この光景を目撃したテテは、彼女のミルクたっ

ぷりの“おっばい＂に一目惚れしてしまう。

ところがテテに恋敵が現れる。兄貴分の青年ミゲ

ルが、彼女の手に触れた途端、身体中に電流を感

じてしまったというのだ。つまり、彼はエストレリータに

恋してしまったのだ。彼は自慢ののどを駆使して、とこ

ろ構わず彼女に求愛のフラメンコを歌い、もはやその

情熱は歯止めが効かなくなってきている。

でもエストレリータは夫のモーリスをこの上もなく

愛している。ふたりの絆はたとえミゲルやテテでも介

入は出来ないだろう。ところが、モーリスには決定的

な問題があった。エストレリータと真の愛を交わし合

うことができないのだ。肉体的な愛の悦びを知らな

いエストレリータの心は、僅かに揺らぎ始めていた。

そして物語は意外な結末を迎える……。

●世界が彼の魅力にノックダウン．I

天才子役ビエル・ドゥラーン誕生。

「ニューシネマパラダイス」のトト少年が一世

を風靡して以来、子役の逸材不足が続いて

いたヨーロッパ映画界に救世主出現。それ

がこの映画のピエル・ドゥラーンだ。 9歳の男

の子が持っている“はにかみ＂や’'純粋＂さを、.. 
等身大の演技で見事に表現している。スレ

ていない、素朴なテテ君にあなたもハマって

しまう事、必至。

●世界一美しい“おつばい”

マチルダ•メイの新しい魅力発見。

監督のピガス・ルナから“世界一美しいお

つばい＂と絶賛されたマチルダ・メイ。三人の

男性から愛される聖母のような女性エストレ

リータを、可憐かつナチュラルに演じて、ヨー

ロッパの女性ファンから絶大なる支持を獲

得。濱技的にも新境地を開拓したと評価さ

れている。テテ少年にせがまれて、特別な方

法で“おっばい＂をあげるシーンは、将来も語

り草になる程印象的だ。また去年の秋には、

この映画の共演者であるジェラール・ダルモ

ンとの間に一児をもうけ、今は公私ともに幸

揖の絶頂にある。

●スペイン・カタロニア池方の風物が
映酉全編に。

この映画のクライマックスに登場する、カタ

ロニア地方独特のお祭り“カステル（人間タ

ワー）＂は圧巻だ。“カステリエール＂と呼ばれ

る隊員達が土台を組み、地上10mは優に超

えるであろう、 9層からなるタワーを形成する。

その頂点を小学生くらいの少年が決め、片

手を高く拳げたところで勝負が決定する。 50

弱の隊の間で競われるこの競技は、毎年秋

に開催されている。この他にも映画にはスペ

イン特有の水差し瓶ポロンや、焼き小玉葱の

カルソッツ、カタラン・ミルク、フラメンコ、フェ

リーニ映画に出てきたような見世物小屋、地

中海といった、ローカル色豊かな小道具で、

私たちの眼と感性を充分に楽しませてくれる。

12月 23日（土）よりお正月 □ードショー

1 時間 |~(12/31 ・ 1 / 1 休）
ACT シネマ・ヴェリテ
0 6 -3 6 1 -4 3 1 0 
白”‘ナ四りn寮山白二ふ七＾：曰 0 1 

特別鑑賞券1,400円発売中！ ! （当日／一般1,700円・学生1, 500円）


